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報道関係各位 

GMO インターネットグループ 

 

用賀駅直結の高層複合施設「世田谷ビジネススクエア」の 55％を取得 

副名称を「GMO TOWER
タ ワ ー

」へ 

～最上階の 26・27 階に 3DCG などを取り入れた最先端スタジオを備えるとともに、 

「空の移動革命」の研究拠点として活用～ 

 

GMO インターネットグループ（代表：熊谷 正寿）は、本日 2021 年 11 月 22 日（月）、高層複合施設「世

田谷ビジネススクエア」（東京都世田谷区用賀）の信託受益権の 55％を取得する決議をいたしました。これ

に伴い、施設の副名称を「GMO TOWER
タ ワ ー

」とし、最上階の 26・27 階フロアに３DCG やセンシング技術等を

取り入れた最先端の映像制作・配信スタジオを備えるとともに、「空の移動革命」に関する先端技術の研究拠

点として活用してまいります。 

また、施設最寄り駅である東急田園都市線・用賀駅の副名称を「GMO TOWER 前」に変更することを予定

しており、地域の皆さまと連携しながらグループのブランド価値向上に努めてまいります。 

なお、これまでどおりオフィス機能は第１本社（セルリアンタワー）・第 2 本社（渋谷フクラス）に集約し、

移転は予定いたしません。 

 
（※）イメージ図（ビル看板は今後設置予定） 

 

【「GMO TOWER」取得・新拠点開設の背景】 

 GMO インターネットグループは、コロナ禍を受け、2020 年 1 月にいち早く在宅勤務体制に移行し、4 月

に「脱ハンコ」を宣言するなど、ウィズコロナ／アフターコロナのビジネス様式に迅速に適応してまいりま

した。 



一方で、コロナ禍の中、グループはオフィスなどの自社設備が持つ「企業ブランドの象徴」としての機能

や「リアルのコミュニケーションを促進する場」としての機能の重要性を改めて認識しました。 

歴史を振り返ると、お城や塔などの拠点となる建築物は、地域や集団のシンボルとなるとともに、最先端

の文化や技術、優秀な人財の集まる場となり、その時代を勝ち抜く武将の”武器”として活用されてきました。

GMO インターネットグループは、100 年続く企業グループとなるべく、コロナ禍という混乱した時代やイン

ターネット業界を戦い抜くグループの”武器”として、不動産を活用してまいりたいと考えております。 

 

 この度、グループ第 1 本社・セルリアンタワーの信託受益権の 5％を取得し、既存オフィスの機能を強化

するとともに、最新トレンドに対応した新拠点を設けるべく「世田谷ビジネススクエア」の 55％を取得いた

しました。今後も、渋谷を拠点とするオフィス戦略を継続するとともに、新拠点に設置予定の最先端スタジ

オや「空の移動革命」に関する研究拠点からの情報発信を行うことで、地域およびグループのブランド価値

をさらに高めてまいります。 

 

【「GMO TOWER」内に設ける新拠点の活用ビジョン】 

■「動画の時代」に対応した、3DCG やセンシング技術を取り入れた最先端スタジオ 

 SNS や 5G などの高速通信の普及により、オンラインでのコミュニケーションが急速に動画へとシフトし

始めており、特に Z 世代などの若い世代では非常にその傾向が顕著になっています。この「動画の時代」に

いち早く対応するため、TikTok の撮影からメタバース、全世界に向けたライブ配信に対応した最先端スタジ

オを開設いたします。スタジオには、3DCG やセンシング技術などの最先端技術に対応した最新設備を揃え

る予定です。 

GMO インターネットグループには映像・配信に関わるクリエイターも多数在籍し、数々のイベントの配信

実績があります。「GMO TOWER」内に設ける新拠点からグループ内外に向けた技術イベントや決算説明会、

採用説明会、ビジネスセミナー、YouTube 配信等を活用した映像配信・イベント開催を実施するとともに、

クリエイター志望の学生の方や地域の方など、あらゆる人が創作できる場の提供を行います。 

 

■施設看板の設置や最寄駅の副駅名変更等を通じて、グループのブランド価値をさらに向上 

「GMO TOWER」の施設外壁にグループロゴの看板を設置するとともに、最寄り駅である東急田園都市線・

用賀駅の副名称を「GMO TOWER 前」に変更することを予定しており、地域に根差したブランド価値向上を

図ってまいります。 

 

■「空の移動革命」に関する研究施設を有し、グループの技術力を発信 

 GMO インターネットグループでは、経済産業省・国土交通省主催の「空の移動革命に向けた官民協議会」

に参画し、ドローンファンドへの出資を通じて、次世代エアモビリティに関する調査・研究を進めてまいり

ました。 

新拠点には、グループが携わる「空の移動革命」に関する最先端技術の研究拠点を設け、2025 年の大阪・

関西万博を皮切りに実用化が始まる次世代エアモビリティの研究を加速してまいります。 

 

■内装は国内外で数々の空間デザインを手がけた GLAMOROUS co.,ltd.代表の森田 恭通氏が担当 

 ビル最上階の 26・27 階フロアに設置する新拠点の内装デザインは、「東急プラザ渋谷」をはじめとする国

内外の数々の空間デザインを手掛けられた GLAMOROUS co.,ltd.代表の森田 恭通氏にご担当いただきます。



第 2 本社・渋谷フクラスのコミュニケーションスペース「GMO Yours・フクラス」やアートスペース「世界

一小さな美術館＠GMO デジタル・ハチ公」、福岡県北九州市のグループ拠点「GMO kitaQ」など、GMO イン

ターネットグループの空間のデザインを多数手がけられている森田氏に、リアルとバーチャルが融合する新

しいコミュニケーションスペースの形を、空間デザインを通じて実現いただく予定です。 

 

なお、上記の活用構想は検討中のものであり、今後の具体的な時期や活用方策に関しては、行政や地域の

方々、周辺地域でまちづくりを担う東急株式会社および施設管理者である株式会社東急コミュニティー等と

も連携して検討を進めてまいります。 

 

【「GMO TOWER」及び新拠点の概要】 

施設名 GMO TOWER（正式名称：世田谷ビジネススクエア） 

所在地 東京都世田谷区用賀 

（渋谷駅より東急田園都市線で 10 分） 

「GMO TOWER」内

新拠点延べ床面積 
1,419.24m2（高層棟 26 階・27 階部分の合計面積） 

 

【GMO インターネットグループの拠点について】 

 GMO インターネットグループは、世界 20 か国・58 か所に上る各拠点の活用を積極的に行ってまいりま

した。 

 2020 年 2 月には宮崎県宮崎市に「GMO hinata オフィス」を開設。複数のグループ会社を、壁などの仕切

りのない 1 フロアに集約し、連携強化と事業シナジーの創出に取り組む新しい働き方を提唱しています。 

 

▲「GMO hinata オフィス」（宮崎県宮崎市） 

 

 2022 年 2 月には、福岡県北九州市に所在する GMO インターネット株式会社の IT エンジニア部門の開発

拠点「GMO kitaQ」を JR 小倉駅前に拡張移転オープンする予定となっており、地方拠点を含めた各拠点のブ

ランド発信力・機能強化の取り組みを加速しています。 



 

▲「GMO kitaQ」（福岡県北九州市）内装イメージ 

 

 なお、本件に関する適時開示は以下の URL よりご覧ください。 

 URL：https://www.gmo.jp/ir_news/article/647 

以上 

 

 

 

 

 

【GMO インターネット株式会社】（URL：https://www.gmo.jp/） 

会 社 名 GMO インターネット株式会社（東証第一部 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役会長兼社長・グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 ■インターネットインフラ事業 ■インターネット広告・メディア事業 

■インターネット金融事業   ■暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO インターネット株式会社 

グループコミュニケーション部 広報担当 寺山 

TEL：03-5456-2695 E-mail：pr＠gmo.jp 
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